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本
市
か
ら
は
、
総
勢
53
名
の
訪
問
団
で
、
調

印
式
や
「
さ
ん
さ
踊
り
」
の
パ
レ
ー
ド
に
参
加

す
る
な
ど
、
交
流
を
深
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
盛
岡
市
か
ら
は
10
月
に
谷
藤
市
長

を
は
じ
め
80
名
余
の
皆
さ
ん
が
本
市
を
訪
れ
、

友
好
都
市
提
携
を
記
念
に
建
立
し
た
記
念
碑

の
除
幕
式
や
う
る
ま
祭
り
に
も
参
加
し
、「
さ

ん
さ
踊
り
」
の
披
露
や
特
産
品
の
販
売
な
ど

市
民
と
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
域
活
力
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
あ
る
人
口
も

合
併
時
の
11
万
３
千
人
か
ら
、
昨
年
12
月
に

は
12
万
人
と
着
実
に
増
加
し
て
お
り
、
市
民

と
共
に
12
万
人
到
達
記
念
式
典
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

島
し
ょ
地
域
に
お
い
て
は
、
平
安
座
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
跡
地
の
売
買
契
約
を
内
閣
府

沖
縄
総
合
事
務
局
と
締
結
し
ま
し
た
。
今
後

の
島
し
ょ
地
域
振
興
に
向
け
活
用
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

市
民
の
安
心
・
安
全
に
つ
い
て
は
、
垂
直

離
着
陸
機
Ｍ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
が
安
全
性
へ

の
疑
念
が
払
拭
さ
れ
な
い
中
、
普
天
間
飛
行

場
に
強
行
配
備
さ
れ
、
ま
た
米
兵
に
よ
る
事

件
・
事
故
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。
復

帰
40
年
が
た
っ
た
今
で
も
変
わ
る
こ
と
が
な

く
、
そ
し
て
改
善
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
基
地

問
題
。
昨
年
12
月
に
誕
生
し
た
自
民
党
安
倍

政
権
は
、
沖
縄
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、

過
重
な
基
地
負
担
の
軽
減
と
日
米
地
位
協
定

の
抜
本
改
定
に
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ

り
、
県
内
の
市
町
村
長
、
議
会
議
長
及
び
県

議
会
議
員
と
と
も
に
東
京
行
動
で
訴
え
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
沖
縄
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
石
油
タ
ン
ク
事

故
に
お
い
て
は
、
多
く
の
市
民
が
不
安
を
抱

き
ま
し
た
。
沖
縄
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
は
早
期
の
事

故
処
理
と
周
辺
住
民
の
健
康
被
害
に
誠
意
を

も
っ
た
対
応
を
求
め
ま
す
。
今
後
は
こ
の
よ
う

な
事
故
が
二
度
と
な
い
よ
う
、
再
発
防
止
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
公
害
防
止
協
定
の
見

直
し
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
分
野
に
お
い
て
は
、
本
市

出
身
の
２
名
が
プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会
議
で

指
名
さ
れ
、
ま
た
音
楽
界
で
は
Ｈ
Ｙ
が
紅
白

歌
合
戦
に
出
場
す
る
な
ど
、
若
者
の
活
躍
は

市
民
の
大
き
な
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
国
内
の
情
勢
に
目
を
向
け
ま
す
と
、

学
校
に
お
け
る
い
じ
め
と
自
殺
問
題
、
長
引

く
国
内
経
済
の
低
迷
、
社
会
保
障
と
税
の
一
体

改
革
、
国
・
地
方
の
債
務
残
高
の
問
題
な
ど
、

社
会
経
済
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
先
送
り
で
き
な

い
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
際
情
勢
で
は
尖
閣
諸
島
を
巡
る

周
辺
国
と
の
関
係
悪
化
は
産
業
や
観
光
分
野

に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
北
朝
鮮
の
長
距
離

弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
は
東
ア
ジ
ア
の
中
心
に

位
置
す
る
沖
縄
に
と
っ
て
は
大
き
な
脅
威
と

な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
国
政
に
お
い
て
は
自
民

党
安
倍
政
権
が
日
本
経
済
の
再
生
を
最
重
要

テ
ー
マ
に
掲
げ
、
大
胆
な
金
融
緩
和
と
大
型

補
正
予
算
を
打
ち
出
し
て
お
り
、
国
内
経
済

の
再
生
に
期
待
が
高
ま
る
と
同
時
に
、
財
政

の
健
全
化
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
は
合
併
か
ら
９
年
目
を
迎
え

る
と
と
も
に
、
昨
年
度
ス
タ
ー
ト
し
た
一
括
交

付
金
の
２
年
目
と
な
り
ま
す
。

　

本
年
度
も
「
市
民
所
得
の
向
上
と
失
業
率

の
改
善
」
を
最
重
要
テ
ー
マ
と
し
、
一
括
交

付
金
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
制
度
を
活
用
し
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
地
域
に

お
い
て
は
県
事
業
で
高
度
技
術
製
造
業
賃
貸

工
場
が
整
備
さ
れ
、
５
社
の
入
居
が
決
定
し

て
い
る
ほ
か
、
モ
ノ
づ
く
り
の
基
盤
で
あ
る
サ

ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
産
業
な
ど
新
た
な
企
業
が
立

地
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
沖
縄
Ｉ
Ｔ
津

梁
パ
ー
ク
で
は
ア
ジ
ア
Ｏ
Ｊ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
、
モ

バ
イ
ル
機
器
等
検
証
拠
点
施
設
等
が
整
備
さ

れ
る
ほ
か
、
兼
箇
段
で
は
沖
縄
型
ク
ラ
ウ
ド

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
が
整
備
さ
れ
る
な
ど
、
新
た

な
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
立
地
が
見
込
ま
れ
、
企

業
立
地
の
促
進
と
雇
用
創
出
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

本
市
の
人
口
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
を
維
持
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担

民
の
皆
さ
ま
と
の
公
約
の
実
現
に
取
り
組
み
、

ま
た
新
市
建
設
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
道
路
や

公
園
を
は
じ
め
と
す
る
都
市
基
盤
、
農
水
産

業
や
企
業
誘
致
、
雇
用
対
策
な
ど
の
産
業
基

盤
、
小
中
学
校
の
校
舎
増
改
築
を
は
じ
め
と

す
る
教
育
環
境
基
盤
、
待
機
児
童
対
策
や
感

染
症
予
防
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
健
康
福
祉

の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
市
の
基
盤

整
備
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、
復
帰
40
周
年
と
い
う
節
目
で

あ
る
と
同
時
に
、
激
動
の
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。
復
帰
後
、
国
の
主
導
で
展
開
さ
れ
て
き

た
沖
縄
振
興
計
画
は
、
県
主
体
の
沖
縄
21
世

紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、

ま
た
平
成
33
年
度
ま
で
の
沖
縄
振
興
の
指
針

と
な
る
改
正
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
、
駐
留

軍
用
地
跡
地
利
用
推
進
特
別
措
置
法
が
成
立

し
、
本
市
は
国
際
物
流
拠
点
産
業
集
積
地
域

と
情
報
通
信
産
業
特
別
地
区
の
指
定
を
受
け

ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
括
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
本
市
に

対
し
20
億
７
千
万
円
が
配
分
さ
れ
、
産
業
振

興
、
雇
用
対
策
及
び
観
光
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
な
ど
16
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
66
事
業
が
交
付

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
分
野
に
お
い
て
は
、
４
月
に
彩
橋
小

中
学
校
が
開
校
い
た
し
ま
し
た
。
新
し
い
学

校
の
門
出
を
児
童
生
徒
や
学
校
関
係
者
、
地

域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
祝
福
し
ま
し
た
。

　

国
内
の
交
流
推
進
に
お
い
て
は
、
か
ね
て

か
ら
交
流
を
進
め
て
き
た
岩
手
県
盛
岡
市
と

７
月
に
本
市
出
身
の
女
優
比
嘉
愛
未
さ
ん
立

ち
会
い
の
も
と
友
好
都
市
を
提
携
し
ま
し
た
。

平成25年度 施政方針

盛岡市で行われた友好都市提携調印式


